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交通の新世紀―高齢者の足確保・ドライバー不足対策の可能性を探る―
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■新しい交通社会の展開―技術開発のレベルと交通システム、社会的影響、先行技術
□自動運転技術の開発動向と自動運転バス実用化への技術要件と展望
■危機的状況の公共交通（バス・タクシー）―自動運転システムへの期待と可能性・課題
□法的諸問題―自動化レベルと様態、事故・責任、保険の範囲、情報セキュリティ対応
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    　　　　　 青木　啓二  

    　　　　　　今井　猛嘉  
自動車の自動化運転と法的諸問題　
１．自動化運転の許容性
　　(1) 道路交通法の下での理解　　　　　　　　(2) 関連する条約と条約改正の流れ
　　(3) 自動化運転レベルと許容される態様　　　  (4) 自動化運転実験のための例外的免許付与
２．自動化運転による事故と責任
　　(1) 交通事故における民事・行政・刑事責任　　(2) 製造物責任法と自動化運転システム
　　(3) 保険の適用範囲の拡充
３．自動化運転と情報セキュリティ

自動運転時代の交通とまちづくり

「自動運転」は公共交通の救世主となるか
　　　～バス・タクシーのドライバー確保と交通サービスから考える～
１．自動運転技術の進化と高まる前評判　　　　　　　２．技術的な到達と普及は異なる
３．自動運転と無人運転も異なる　　　　　　　　　　４．自動運転と「人」
５．成功体験蓄積の必要性とバス事業・ドライバー不足への貢献

自動運転技術の開発現状と自動運転バス実用化の技術的展望
１．現在までに開発されたバス・トラックの自動運転システムの振り返り
２．自動運転実用化を目指して開発が行われているセンサ技術、制御技術
３．自動運転実用化に求められる技術要件
４．自動運転の実現性の展望

     　鈴木　文彦  

１．はじめに:　交通まちづくりの視点から
２．自動運転車AVは〝考えるクルマ”AUTO SAPIENS
３．自動運転技術とその特性
　　　電動、自動化、IoT(V2X,つながる）、共用（シェア）
４．新しい交通社会の展開
　　　①技術開発のレベルと交通システム,社会的影響　　②先行技術―安全支援、UBERなど案内アプリ
　　　③新しい考え方:MaaS- Mobility as a Service
５．交通の新世紀:　明日に向けて

【青木啓二氏プロフィール】　1971年トヨタ自動車入社。東富士研究所でエンジン電子制御システム開発に従事後、自動運転車の研究開発を
担当。1998年からＩＴ・ＩＴＳ企画部で自動運転バス「トヨタＩＭＴＳ」の開発を担当し、2004年「愛・地球博」用の実用化開発に従事。2008年
日本自動車研究所に出向し、ＮＥＤＯの自動運転・隊列走行技術の開発を担当。2014年先進モビリティ㈱代表取締役に就任。

～自動運転時代の交通まちづくり―「救世主・自動運転車」の導入・活用の可能性と方策・課題～



地域・住民ニーズ／新バスシステム／デマンド交通とタクシー活用

コミュニティ再生を担う交通ビジネスとマーケティング型経営戦略の実践研究

◎全国で地域生活交通の検討に携わる著者が紐解く
 　デマンド交通40年の歴史と約200の事例の評価(図表・
　写真・資料等を収録)
◎ブームの危険性と計画者、事業者に求められる考え方
◎究極のデマンド交通としてのタクシーの活用戦略

１．デマンド交通～その歩みと特性～
２．地域公共交通の維持・活性化の視点から見るデマンド交通とその位置づけ
３．デマンド交通導入事例増加の背景

１．デマンド交通の落とし穴
２．デマンド交通の特性・適正と課題
　　　　　　　～本当にデマンド交通が必要とされているのか～

１．交通ネットワーク構築上の役割～デマンド交通と路線バス、タクシー、ＳＴＳとの機能分担
２．デマンド交通の事業採算のあり方と運行事業者の参画

１．どんなロケーションにどのようなデマンド交通が効果的なのか
２．タクシーは究極のデマンド交通～一般タクシーを活用した生活交通確保への挑戦～
３．超高齢化・人口減少社会におけるデマンド交通の近未来像
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